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研究成果の概要（和文）： 日本各地の里山資源の一つである植物の有効利用を研究対象とした。そのため，間
伐材や雑木林を利用した環境教育用教材や幼児用玩具を開発した。また，人力の有効利用を見直すため，足踏水
車である「踏車」を製作し，実験に供した。
　絶滅危惧植物の一つである「エチゼンダイモンジソウ」の増殖と復元実験を，地元高等学校や行政と協力し行
っている。

研究成果の概要（英文）： We researched one of material resources of plants. We developed 
environmental teaching aids and infants' toys by the use of miscellaneous trees and thinned woods. 
We reprodused and investigated Fumiguruma in order to discover merits of man power.
 We are increasing and restoring Echizen-Daimonjiso Which is one of endangered plants with a local 
High school and administration.  

研究分野：技術教育　環境教育
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１．研究開始当初の背景

(1) 近年，地球環境の悪化とりわけエネル

ギー利用の急増による二酸化炭素の地球大

気に 占める割合の増加が問題となってい

る。化石燃料をこのままの勢いで使い続け

ることは不可能である。我々人類のだれも

が手軽にかつ効果的に使用でき，再生もで

きる資源は唯一木材だけであり，だからこ

そ森林やそれを形成している諸々の木材の

理解が必要不可欠である。

(2) 木材に幼い頃から触れ，使用し，幼・

小・中と学校階梯が上がるに従い徐々に木

材に関する理解と共に実験や実習を増やす

ことをめざした。木材や木質材料を通して

環境に対する理解を増加させることが，長

い目で見て環境に対する人類の負荷を減少

させることに繋がると考えた。幼いときか

ら，環境を大切にする気持ちと行動を育て

ることが大切である。

２．研究の目的

(1) 木材の中でもあまり見向きもされない

雑木や間伐材あるいは流木等の木材を，幼

児から中学生に利用してもらうことをめざ

した。そのため，幼児や小・中学生を将来

指導するであろう教員養成系大学生も研究

対象とした。地域の自然と密接に関連のあ

る事物に関する製作や具体的な体験活動，

あるいは文献調査を通して，地域の産業技

術史について理解を深める諸活動を行い，

環境教育の合い言葉である，「地球規模で考

え，足下から行動せよ。（Think Globally, Act

Locally.）」を実践できる日本人を一人でも多

く育成する一助としたい。

(2) 福井県内にある絶滅危惧植物の保護の

ため，研究者の手元にある本植物の種子増

殖から始め，地域を巻き込んだ活動を行う。

３．研究の方法

本研究では，森林資源を環境理解あるい

は地域の技術史理解に利用するための教材

や教具を積極的に開発した。開発した諸々

の教材・教具を実際の使用に供し，それら

の有効性を具体的に検証した。絶滅危惧植

物の保護活動に関しては，原生地である地

域，地方公共団体及び地元高等学校と協力

して取り組んでいる。

４．研究成果

本研究では，教員養成系大学生の環境意

識について，因子分析法によって明らかに

した。その結果，第１因子「ものづくりを

動因とした環境意識」，第 2 因子「植物育成

による環境意識」，第 3 因子「木材加工への

興味・関心」，第 4 因子「資源の有効利用に

関する環境意識」及び第 5 因子「日常生活

における環境行動に関する意識」の 5 因子

を得た。

滋賀県内のダムに流れ着き堆積した流木

を利用し，生活に利用できる雑貨等を試作

した。その中から中学生が製作可能な教材

を選定し，中学生に対する授業実践を行っ

た。中学生に，資源や木材について考えさ

せる研究実践であった。

雑木や間伐材を用いて，3 ～ 5 歳を対象と

した幼児用玩具（ワークベンチ）を試作し

た。それを実際に幼児に使用してもらい，

保護者から聞き取り調査をした。感想から

は，市販のプラスチック製の安価な物と比

較し，無垢材ならではの安心感・安全性と

温もりを感じたことが伺えた。

地域の産業技術史の一つである「踏車」

を複製し，実際に現物が使用されていた中

池見湿地でその性能を計測した。また，当

地の環境保護活動しているグループや環境

学習をしている地元小学生に踏車での揚水

作業を行ってもらい，踏車や揚水作業の評

価を行った。



中池見や小高い山を挟んだ内池見が全て

水田だった戦前に，一企業の営業活動によ

り甚大な粉塵被害が起こった。これに対す

る一農村の反対運動について，当時の区長

日誌を元に明らかにした。

これらの成果は，以下の「５．主な発表

論文等」に詳細が示されている。

また，2016 年度から本格的に実施してい

る研究として，絶滅危惧植物の増殖に取り

組んでいる。福井県と石川県の一部でのみ

確認されているエチゼンダイモンジソウ（環

境省カテゴリー 絶滅危惧Ⅰ A 類）は，長

年の乱獲によって自生地でも激減している。

本植物の増殖を，奥野研究室では福井県立

坂井高等学校と共に取り組んでおり，増殖

のノウハウを既に獲得した。現在は坂井市

役所と植物の原生地である竹田地区と協力

し，本植物の移植実験を実施する計画が進

んでいる。研究年度での成果は出せなかっ

たが，今後も取り組んで成果を出したい。
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